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二
一

O
詣
田
勝
盟

4
カ
メ
ダ
コ
ハ

し
。
城
跡
あ
り
o
』
と
見
え
る
。
後
に
倒
郵
と
携
し
た
。
父
は
賂
艇
の
人
制
問
安
休
。
一
政
務
し
た
。
式
内
響
的
批
記
に
、
『
制
移
伊
一
政
牟
均
時
一
来
っ
た
が
、
こ
L
で
そ
の
首
が
閥
訴
し
、
そ
の
嗣
郎

カ
ミ
ヰ
ダ
土
井
田
鹿
島
郡
井
町
の
内
の
小
字
。
一
紳
尾
茜
右
衛
門
の
養
子
と
な
っ
た
も
の
。
之
直
前
削
…
紳
枇
。
式
内
-
座
。
三
井
郷
本
郷
村
銀
座
。
今
濡
ユ
人
一
も
測
れ
た
か
ら
放
黙
し
た
も
の
で
あ
る
と
あ
る
。
今

カ

εヲ
ナ
ホ
タ
ケ
紳
尾
直
武
初
名
左
太
郎
、
一
利
長
に
仕
へ
て
近
侍
と
な
り
、
千
石
脅
賜
は
り
、
後
一
瞬
枇
叩
或
云
大
己
川
口
命
之
妃
跡
也
。
萄
儒
云
。
仲
代
音
一
は
大
石
と
い
号
て
ゐ
る
。

後
宇
一
計
・
鍛
席
。
秀
直
の
二
男
。
寛
永
三
年
三
歳
に
し
一
矢
の
除
そ
併
せ
て
三
千
石
荷
受
け
、
天
百
十
一
一
一
年
越
一
三
井
郷
内
十
五
村
之
惣
枇
。
臨
永
サ
一
年
榔
札
偲
一
カ
メ
イ
ハ
詣
岩
羽
咋
郡
槌
に
あ
る
。
詑
併
の

て
突
の
治
知
五
百
石
を
分
奥
せ
ら
れ
、
十
五
歳
の
時
一
・
申
鳥
越
の
役
に
功
や
・
立
て
、
叉
大
明
寺
の
役
に
従
軍
一
来
。
』
と
見
え
、
文
能
殺
か
れ
跡
志
に
は
、
『
本
江
付
近
一
脅
上
に
、
『
前
村
領
か
め
石
。
佐
古
よ
り
か
め
岩
と

前
閃
光
高
の
小
々
一
将
と
な
り
、
弱
冠
に
し
て
ご
百
石
一
し
、
利
長
の
退
隠
と
共
に
・
両
附
に
従

4
て
老
隠
と
な
一
し
。
紳
杉
伊
一
日
牟
蝋
の
跡
赴
京
ち
給
ふ
。
一
郷
の
宗
一
喝
、
海
際
に
大
石
有
之
。
』
と
見
え
る
。

を
加
へ
た
o
E
保
中
山
胸
廻
組
に
列
し
、
千
三
一
白
石
(
内
一
・
り
、
除
そ
増
し
て
九
千
石
に
来
っ
た
o
次
い
で
大
坂
枇
に
て
.
一
一
芳
の
大
幡
祭
と
て
-
一
一
月
廿
一
日
・
什
一
二
ガ
メ
ザ
カ
詣
援
金
棒
小
北
野
に
在
っ
て
、
戒

双
百
石
奥
力
知
〉
を
加
へ
、
明
勝
三
年
馬
廻
顕
に
浩
一
の
役
に
従
軍
し
、
凱
旋
後
退
老
し
て
宗
是
と
蹴
し
、
一
日
也
。
本
江
村
・
渡
A
H
村
・
巾
村
・
仁
仔
村
四
十
村
に
笛
一
は
勉
坂
と
も
書
き
、
が
め
坂
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
が
め

み
.
寛
文
三
年
大
小
勝
顕
に
諮
り
、
延
質
五
年
篤
廻
一
別
に
隠
屑
料
ご
千
石
そ
受
け
た
が
、
元
利
一
九
年
病
に
一
阿
倍
あ
り
て
阪
し
き
祭
穂
也
。
前
中
心
は
山
崎
氏
に
て
興
坂
の
名
群
の
由
来
は
持
か
で
な
い
。

顕
に
復
し
、
大
小
勝
頭
売
粂
ね
、
七
年
四
用
十
五
日
一
躍
り
致
仕
し
て
京
都
に
住
ん
だ
。
後
覧
永
十
八
年
に
一
徳
寺
村
に
在
。
。
』
と
あ
る
。
本
社
所
蔵
麟
永
廿
一
年
カ
メ
ダ
ウ
ヂ
菰
田
氏

J
ミ
ヤ
タ
ケ
ヤ
宮
町
竹

前

m綱
紀
に
従
行
L
、
江
戸
城
の
玄
関
に
於
い
て
頓
一
荒
り
松
本
城
主
抑
制

m
E摘
に
仕
へ
て
城
代
に
任
ぜ
ら
一
の
棟
札
に
は
制
移
大
幅
伊
一
日
牟
血
路
・
大
明
前
と
し
、
屋
。

死
し
た
。
享
年
五
十
七
。
一
れ
、
五
千
石
そ
賜
は
り
、
ご
十
年
に
残
し
た
。
平
年
七
平
保
元
年
の
純
札
に
は
大
幡
跡
杉
伊
一
q
牟
比
時
前
世
カ
メ
ダ
オ
ホ
ス

εタ
ン
コ
ウ
シ
ヨ
鶴
岡
大
陪
勤

カ
ミ
ヲ
ナ
ホ
ツ
グ
紳
尾
直
次
幼
名
竹
松
、
後
一
十
九
o

一

と

視

す

。

功

書

…

加

。

寛

永

五

年

組

制

大

制

高

鮒

の

鑑

認

に

中
.
殿
助
と
縛
し
た
。
秀
直
の
嫡
男
。
寛
永
三
年
六
歳
一
カ
ム
メ
ノ
イ
ズ
キ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ
紳
目
伊
豆
伎
一
カ
ム
ス
ギ
ノ
イ
ズ
ム
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ
紳
杉
伊
一
旦
係
る
。
実
正
中
柴
問
勝
家
越
前
入
凶
の
際
一
授
が
起

に
L
て
交
の
越
知
の
内
ご
千
石
そ
援
ぎ
、
十
一
哉
の
一
比
古
紳
位
以
一
京
都
際
披
に
銀
座
す
る
o
J
W
と
際
披
・
皐
比
峰
神
位
協
宇
一
部
巾
M
m
に
銀
座
す
る
o
跡
枇
鋭
録
っ
た
の
を
、
首
時
都
口
字
決
と
い
う
た
大
陥
商
網
が

時
千
石
そ
加
へ
、
弱
齢
ま
た
千
石
主
唱
し
、
次
い
で
一
際
J

瀬
の
境
界
な
る
樹
上
に
鎮
座
し
た
と
い
ふ
。
式
↑
に
、
『
制
移
伊
一
豆
半
短
時
制
社
。
訓
杉
蹴
討
は
加
武
須
十
六
歳
で
一
番
鎗
の
高
名
脅
し
た
こ
と
か
ら
.
陵
町
民
・

前

m利
常
に
従
っ
て
小
松
に
開
り
、
老
臣
と
な
っ
一
内
等
萄
駐
穏
に
、
『
前
同
伊
一
政
伎
比
古
制
枇
。
式
内
一
岐
乃
と
制
む
べ
し
o
伊
一
旬
牟
比
障
は
似
字
也
o
O祭
元
利
の
大
坂
城
攻
に
励
功
や
-mmLた
こ
と
や
一
記
L
て

た
。
後
政
増
し
て
七
千
=
一
百
石
を
受
け
、
正
保
元
年
一
座
。
諸
橋
郷
磁
波
村
糾
問
符
内
銀
座
。
抑
制
目
制
円
宮
九
帥
聞
か
也
。
一
誠
一
糊
…
鮫
己
批
向
。
中
一
円
相
に
在
す
o
今
あ
る
。

金
持
に
邸
b
、
家
老
に
強
み
、
翌
ご
年
夜
、
享
年
ご
一
或
云
祭
神
迦
週
開
需
正
也
。
』
と
見
え
、
文
能
稜
誌
に
一
六
所
明
跡
と
都
す
。
』
と
あ
る
。
カ
メ
ダ
カ
ゲ
タ
フ
砲
回
最
任
宮
竹
箆
の
分
家

十

況

。

一

は

、

『

藤

被

の

村

家

よ

り

十

七

町

俄

山

入

に

跡

円

宮

と

一

ヵ

ム

リ

ガ

ダ

ケ

タ

ヨ

ウ

冠

ヶ

銀

按

飽

永

誌

に

六

代

。

金

・

掲

州

南

町

に

住

ん

で

護

者

梁

と

L
た。

ヵ

εヲ
ナ
ホ
ヤ
ス
紳
属
直
保
遡
構
伊
兵
衛
。
一
い
ふ
世
あ
り
。
則
延
蒋
式
の
前
円
伊
一
段
伎
滋
紳
祉
の
一
石
川
部
門
m
機
庄
小
限
村
持
山
の
内
に
冠
+
械
と
い
ふ
林
挺
ハ
屋
山
〉
の
ご
子
で
、
組
問
甚
右
衛
門
海
晶
の
制

中
心
殿
助
秀
直
の
=
一
子
、
町
民
安
四
年
召
関
さ
れ
て
十
五
一
正
跡
な
り
と
い
へ
り
o
域
内
に
鵠
筑
般
の
古
木
あ
り
o
一
古
城
跡
が
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
。
越
脅
.
賀
三
州
志
放
子
と
な
っ
た
も
の
。
初
名
文
助
、
後
碍
左
衛
門
、
限

人
扶
持
や
・
受
け
、
震
邸
二
年
三
百
石
に
迩
み
、
御
使
一
則
柿
木
に
て
八
軍
機
と
も
い
ふ
。
此
所
や
・
制

H.の
谷
一
一
概
考
に
は
、
活
ヶ
抑
制
は
臼
概
院
大
卒
抑
庄
の
山
上
に
肢
の
後
彰
次
郎
・
七
右
衛
門
。
簡
は
奴
任
又
は
任
、

番
・
御
小
将
番
顕
・
御
中
小
特
番
頭
に
隠
任
L
、
寛
文
一
内
と
も
小
又
の
谷
内
と
い
ふ
と
い
へ
り
o』
と
あ
る
o
t
あ
り
、
地
方
人
は
雄
夫
久
佐
山
と
い
ひ
、
古
記
に
小
字
は
舜
年
、
商
燃
は
そ
の
脱
で
あ
る
o
俳
句
・
和
歌
-

況
年
ご
百
石
や
・
増
L
、
御
先
筒
顕
や
・
経
て
元
隊
十
四
一
こ
の
祉
は
今
前
日
制
祉
と
い
え
，
て
ゐ
る
o
こ
の
諸
梼
一
原
山
城
と
い
ふ
宥
は
是
で
あ
ら
う
と
あ
る
。
小
原
と
浅
持
説
び
に
こ
れ
や
・
能
〈
L
、
春
日
山
餓
の
起
業
に

年
正
月
廿
況
日
七
十
八
歳
を
以
て
夜
し
た
。
一
郷
内
に
跡
目
伊
一
段
伎
彦
前
祉
の
綴
そ
打
っ
た
も
の
一
大
半
期
仰
は
山
札
γ
疎
ん
で
刺
隣
っ
て
跨
る
。
文
明
六
年
も
従
う
た
o
嘉
永
元
年
六
月
什
抗
日
齢
八
十
四
脅

カ
メ
ダ
カ
ッ
ト
ヨ

ル
諮
問
小
春
。

カ
メ
ダ
カ
ツ
ノ
リ
砲
田
勝
則
宮
竹
患
の
本
家

三
代
。
迦
稽
伊
右
衛
門
・
後
茜
右
衛
門
。
俳
人
喜
左
衛

門
遭
喜
の
子
。
勝
則
の
時
片
町
に
住
L
て
薬
種
を
業
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